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京都産業大学は、学部や分野を越えた研究者交流を促進する「第 1回産学研究交流

会」を開催します。本学のワンキャンパスという特徴を活かし、共同研究のきっかけを

提供し、将来的な産学連携や大学発ベンチャー創出を目指します。初回となる今回

は、（一社）京都知恵産業創造の森などの産学連携支援機関も招き、学内研究者に

よるポスター発表を行います。 

 

【本件のポイント】  

・本イベントは、学部・専攻の枠を超えた「つながり」を重視し、将来的な大学発ベンチャー創出

や地域産業との連携強化を視野に入れています。 

・本交流会では、本学が産学連携を通じて実現した社会実装の成果の披露も予定してお

り、軽食も交え、カジュアルで実りある交流の場を提供します。 

・2025 年 9 月 19 日にスタンフォード大学とエルゼビア社が更新・発表した「世界で最も影響

力のある科学者トップ  2%」に選出された研究者の「本橋健  教授」「板野直樹  教授」「金子  

貴一  教授」が出展予定です。 

【開催概要】  

・開催日時  2026 年 1 月 20 日（火）14:00～17:00（受付開始  13:30）  

・場    所  京都産業大学  神山ホール 3 階  第 1 セミナー室（京都市北区上賀茂本山）  

・内    容    学長挨拶、ポスター出展（研究者による発表あり）、研究機構長挨拶  

・参  加  費  無料  

・事前申込  不要  

【注目の研究テーマ（一部抜粋）】  

本交流会では、以下のような分野横断的かつ社会的意義の高い研究が発表されます。 

・地域をケアする福祉コミュニティ形成と交流拠点の創出（日本・フィリピン・タイ・ベトナム）  

・外国人家事支援人材に対する日本語学習サポートの現状と課題  

・視覚障がい者が安全・快適にバーチャル・リアリティー（VR）空間を利用できる技術開発  

・感性を工学的にモデル化する「人工感性」のコア技術開発、ウェルビーイング向上の支援  

・美白成分の開発・色素異常治療への応用が期待されるメラニン生成の新たな機序解明  

・乳がん細胞の「がん幹細胞性」を抑制し、抗がん剤耐性を弱める技術の開発  

※これらの研究は、本学の研究の特色であるとともに、将来的な社会実装を意識した内容と 

なっており、取材価値の高いテーマが多数揃っています。 

 

 

『未来を語る研究者が集う』京都産業大学で交流会 

『第 1 回 京都産業大学 産学研究交流会』を開催 
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